
3. ワイヤレス FPDにおける画質評価
加古川西市民病院放射線室 田中 康晴 栗山 由紀治

【要旨】

当院では、昨年 12月にポータブルX線撮影用として

ワイヤレス FPDを導入した。新 FPDは既存システムで

ある CRや一般撮影用FPDと比較してどのくらい画質が

良好なのか、デジタル画像の物理的画質評価法である

解像特性 (MTF)、ノイズ特性 (WS)、量子検出効率 (DQE)

にて比較、検討を行った。

新FPDは、解像特性において CRと同等で一般室FPD

よりやや劣っていたが、ノイズ特性においては他のシ

ステムに比べ優れていた。量子検出効率では他のシス

テムより優れていたが、画像の細かい部分においては

一般室FPDの方が優れていた。

新FPDは従来のCRより半分以上の線量低減が可能で

あることがわかった。また、新 FPDを用いることで画

質の向上だけでなく、被ばく低減、業務の効率化も図

ることができ患者サービスの向上につながると思われ

る。

【目的】

一般 X線撮影検査における画像のデジタル化は，従

来、 CR (Computed Radiography) と呼ばれるシステム

が主流であった。しかし、近年，それに変わるシステ

ムとして FPD(Flat Panel Detector)が注目されてい

る。どちらも人体を通過した X線情報をデジタル画像

化するシステムであるが、 CRはカセッテを 1枚ずつ専

用の読取装置でスキャンし画像を得るため画像確認ま

で時間がかかる（写真 1、2)。一方、 FPDはデジカメの

ように撮影と同時に有線もしくは無線を介して付属の

PCで画像を確認できるため即時性に優れる（写真 3、4)。

さらには、 CRよりも低線量で高画質な画像を得ること

ができ患者への被曝リスクを大幅に低減することが可

能である。当院では 2002年に CRが導入され、さらに

2008年に一般撮影室に据付け型の FPDが、そして昨年

12月にポータブル撮影用としてワイヤレス FPDが導入

された。

今回、新たに導入されたポータブル撮影用のワイヤ

レス FPDは、既存のシステムである CRや一般撮影用の

据付け型 FPDと比較してどのくらい画質が良好なのか

検討した。
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写真 1: CRのカセッテ

写真 2:CR読取装置



写真 3: FPD (AeroDR) 

写真 4:付属の PC

【材料】

・ワイヤレス FPD:コニカミノルタ社製AeroDR

以下、新FPD

• CR :コニカミノルタ社製RegiusllO

以下、 CR

・一般撮影室FPD:東芝社製TFP-4600A

以下、 一般室FPD

上記 3つのシステムを対象とした。使用装置は X線

照射装置（東芝社製）、 Alフィルタ（東芝社製）、 MTF

の測定には矩形波チャート（化成オプトニクス

Typel) を使用した。

撮影条件は IEC61267で示されている線質 (RQA5：約

70kV、付加フィルタ 21mm)に準拠して MTF、WSの測定

を行った。フィルムサイズは半切サイズ (14X 17 inch)、

撮影距離は 1500mm、グリッド（一）、管電流 250mA、撮

影時間 0.05secに統一して行った。 さらに、階調補正

や空間周波数処理など画像補正処理はどれも施さなか

った。

【結果】

①解像特性 (MTF)：画像の鮮鋭さ、ボケ具合。

図 1に新 FPD,CR, 一般室 FPDそれぞれの MTFの結

果をグラフで示す。このグラフより、解像特性におい

て新FPDはCRとほぼ同等であった。また、 lcycle/mm

を超える空間周波数領域の画像の細かい部分において

は、新 FPDよりも一般室 FPDの方が優れる結果となっ

た。
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図 1: MTF 
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②ノイズ特性 (WS)：画像のザラッキ、粒状性。

図2にそれぞれの WSの結果をグラフで示す。このグ

ラフより、新 FPDは他のシステムと比較して最もノイ

ズの少ない優れた画像であることを示した。逆に CRは

他の 2つのシステムに比ベノイズの多い画像であるこ

とがわかった。

【方法】

デジタル画像の物理的な画質評価法である、

①解像特性 (MTF: Modulation Transfer Function)、

②ノイズ特性 (WS: Wiener Spectrum) を測定し、

③量子検出効率 (DQE:Detective Quantum Efficiency) 

を求めた 2),3)。
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可能であることが示唆された。

【結語】

新FPDは従来のCRより半分以上の線量低減が可能で

あることがわかった。 FPDを用いる ことで画質の向上

だけでなく、被ばく低減、業務の効率化も図ることが

でき患者サービスの向上につながると思われる。

今後は視覚評価等も行っていきたいと考える。

良
l.OOE-08 

0.1 0.3 0.5 0.7 0.8 1.0 1.3 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2 2.4 2.5 2.7 3.1 

粗い 空問周波数 (cycle/mm) 細かい

図 2:ws 

③量子検出効率 (DQE)：総合的な画質評価のための尺

度。

図3はそれぞれのDQEの結果のグラフである。新FPD

は一番画質の良い画像であることを示す結果となった。

しかし、 2.6cycles/mmを超える空間周波数領域の画像

の細かい部分では一般室FPDの方がやや優れた結果と

なった。
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【考察】

新 FPDは、解像特性において CRと同等で一般室FPD

よりやや劣った結果となったが、ノイズ特性において

は他のシステムに比べ優れていた。また、量子検出効

率では他のシステムより優れていたが、画像の細かい

部分においては一般室 FPDの方が優れていた。これは

一般室 FPDの方が画像の 1画素・マトリ クスサイズが

小さいためではないかと考えられる（一般室 FPD:

143μ m、新 FPDとCR: 175 μ m)。また、 2つの FPDと

CRでは図 3のグラフに大きな違いが見られた。このグ

ラフの結果から従来の CRより半分以上の線量低減が
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